Theoretical and experimental studies of lobradorescence (ラブラドレッセンスの理論的実験的研究) by 三浦 保範
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 論文審査の結果の要旨
 除冷條件でできた岩石中の低温型斜長石には,ラブラドレッセソスと呼ばれる,特有の干渉色
 を示す現象がみられるものがある。これは,特定の緯成範囲内で起り,その特性色はAa組成の
 増加に応じて紫色から赤色に変化する。この関係は,Bφggl圭d則と呼ばれる。ラブラドレッセン
 スは,成長時に一相であった斜長石が,除冷により組成の異なる二相に離溶してできた100(㎜・ウ
 オーダーのラメラの周期的積み重なり構造による干渉現象として定性的に理解されてきたが,定
 量的な取り扱いはほとんどなされてこなかった。三浦は,本研究で,理論および実験的にラブラ
 ドレッセンスの定量的な理解を試みた。
 カナダLabrador産の種々の特性色を示す試料と,色が連続的に変化する試料をえらび,おの
 おのについてそのスペクトル分布を測定し,レプリカ法と透過電子顕微鏡法で,ラメラの層厚と
 ラメラ方位を決定し,さらにエレクトロンマイクPプローズ分析電顕,イオンマイク・アナラ
 イザーなどによってラメラの練成を決定した。とくに新たにX線カウンター図法を考案し,連続
 的に色が変化する試料中での緯成決定を可能にしている。これらの実験結果から,スペクトル分
 布,縄成層厚の聞にBφggi玉d則が成立することが定量的に確認され,また2種のラメラの組
 成ないし組成差がはじめて正確に測定された。
 次いで三浦は,無限膚および有限層の2っのモデルを提唱した。無限層モデルでは,Bolton
 (1966)のアイデアを出発点として,屈折率および層厚の異なる二層のラメラが無限に周期的
 に積み重なった場合に期待される平均観察強度を求める式を導き出し,有限周モデルでは,多層
 膜交互膚型干渉フィルターのアイデアをもとに,動力学的電磁場論を展開することにより,反射
 率を求める式を導き出した。
 次いで,実験でえられた数値相互の闘の関係式を導き,それをもとにして,2つのモデルに
 基づく計算を行ない,ラブラドレッセγスの生ずる最適な,2種のラメラの屈折率の組み合わせ,
 および緯成変化に応ずるラメラの繰り返し周期の変化を求めた。計算でえられたスペクトル曲線
 と実験的なスペクトル曲線とはよい一致を示した。爾曲線をもとに,互層ラメラの屈折率差と縄
 成差を見積ることができ,その結果は他の方法やえられた値とよく一致する。さらに,最大反射
 強度位置のシフト,ラブラドレッセソスの発生限界,Bφggild縄成範囲でのうメラの麟厚の
 変化図,ラメラ境界面が不平坦の場合の考察,ラメラとドメインとの関係,色が連続的に変化す
 る試料でのうメラ膚厚の変化などについても検討し,いずれの場合も本論文で提鐵したモデルが
 妥当であることが示された。
 三浦の行った上記の研究結果は,ラブラドレッセンスに対して,はじめて定量的な説明を与え
 たものであり,ラメラ層厚やラメラの構造状態,さらに結晶の生成機構を知る上でも重要な手が
 かりを与えたものと判断される。よって審査員一同は,三浦が独立して研究を行うに十分な学力
 と能力をもつものと認め,三浦保範提出の論文を合格と判定した。
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